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　一般に、純粋な横ずれ断層は顕著な密度差をもつ構造境界を形成しないため、横ずれ断層の位置を、重力異

常を用いて抽出することは難しい。本研究は、重力偏差テンソルを用いて横ずれ断層の位置を推定する新しい

方法を提案する。 

 

 

 

　地下に断層構造が存在するとき、重力異常は大きく変化するため、断層位置推定では重力探査がよく採用さ

れてきた。この重力異常の空間的な変化を明確にするため、水平一次微分や鉛直一次微分がよく採用されてき

た。断層構造のような構造急変部はエッジとよばれ、エッジを強調し、エッジの位置を明示する水平一次微分

や鉛直一次微分はエッジ強調手法とよばれる。近年では、TDX, ILP, CLP, THVHといった、より感度の高い

エッジ強調手法が研究、開発されてきている(例えば, Cooper and Cowan, 2006; Ma, 2013; Li et al., 2014;

Zhang et al., 2014)。しかしながら、これらは、密度差をもつ構造境界の抽出を目的としているため、横ずれ

断層の位置推定には不向きである。少なくとも単独での使用では、横ずれ断層の位置推定は難しい。 

 

 

 

　本研究では、まず、横ずれ断層運動が作る重力異常と重力偏差テンソルをモデル計算により推定し、既存の

エッジ強調手法の組み合わせにより、横ずれ断層の位置検出手法の開発を試みた。横ずれ断層運動が作る重力

異常と重力偏差テンソルは、断層運動による重力変化の累積により形成されると仮定した。断層運動に伴う重

力変化は、高さ変化による寄与と密度変化による寄与の2つがある。重力異常や重力偏差では、フリーエア補

正により高さの効果は補正されているため、観測される重力異常や重力偏差は、断層運動による密度変化の累

積と見做すことが出来る。この効果は、Okubo (1992)により定式化されており、我々は横ずれ運動による理

論重力異常としてこの式を用いた重力異常値を用いた。重力偏差テンソル各成分は、Mickus and Hinojosa

(2001)の方法により、重力異常値より推定された。 

 

 

 

　これらのデータを用いて横ずれ断層位置の検出試験を行った。その結果、TDXと水平一次微分を組み合わせ

ると、横ずれ断層位置が特定されやすいということが分かった。 
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